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トピックス

高齢化の人口学的意味

高齢化と世帯変動

高齢化に伴う社会的ニーズの変容

高齢化の中身：社会階層論的アプローチ
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エイジング：二つの側面

I. マクロレベル：人口高齢化

社会全体の年齢構成における高齢
者比率の上昇

II. ミクロレベル：加齢（長寿化）

人々の一生における平均的加齢年
齢（平均寿命）が伸びて、年齢の相当
高い高齢者が増えること
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人口高齢化の指標

年齢別割合（人口ピラミッド）
老年人口係数
総人口に対する老年（65歳以上）人口の比率
老年化係数
年少（０～14歳）人口に対する老年人口の比：
人口高齢化の進行を測定

老年従属人口指数
生産年齢人口（15～64歳）に対する老年人口比：
高齢化に伴うマクロな社会経済問題を議論する際の
基本指標

平均値年齢ならびにメディアン（中位数）年齢
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日本の急速な人口高齢化
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長寿化の指標

生命表に基づく0歳時の平均余命（平均
寿命）

65歳時の平均余命

前期老年人口（65～74歳）と後期老年人
口（75歳以上）
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長寿化と健康寿命とのギャップ



8

人口転換と高齢化

人口の年齢構造の変化

「人口転換（demographic transition)」
(Blacker 1947; Notestein 1953)
出生率・死亡率が高い状態から共に

低い状態へと変化

人口動態
（出生率、死亡率、国際人口移動率）
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人口転換の結果としての人口
高齢化

高出生率・高死亡率

死亡率の低下

出生率とのギャップ大

出生率の低下

死亡率とのギャップ少

人口増加率ゼロ

人口増

人口増加ゼロ

人口構造の高齢化
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高齢化の主たる原因は出生率
の低下 （Coale 1957)
人口転換における人口動態の変化のう
ち、出生率、死亡率のどちらの変化が高
齢化の原因か。

出生率のみが低下した場合には、若年
人口比率の低下と高齢人口比率上昇が
同時に起こって人口構造が大きく高齢化
する。
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日本の高齢化

1950年代の10年たらずの間に一挙に出

生力転換（高出生力から低出生力へ）を
達成してから、人口高齢化が本格化した。

高齢化のスピードは、出生力転換のス
ピードによる。日本の急激な人口高齢化
は、1950年代に一挙に起こった出生力
転換による。

出生力転換の時期が遅い国ほど、
転換のスピードは速い
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1950年代の急激な出生力転換
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第2の人口転換：
人口置換水準に達しない低出生率が継続

人口千人あたりの出生率（粗出生率）が、死亡率

（粗死亡率）を恒常的に下回る

人口の自然増加率は恒常的にマイナス

人口減少が恒常的に継続して、高齢化がさらに進行
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大きく変化した人口構造
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人口減少と人口構造の変化
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高齢化の推移と将来推計
『平成20年度版 高齢社会白書』（内閣府）



17

高騰する社会保障給付費：
人口高齢化の帰結



18

増加する高齢者関連給付費
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生活保障機能を受ける場の変化：
日本型福祉社会のゆらぎ
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長寿化と反比例する主観的健
康度
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長寿化に伴う健康問題
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増加する要介護認定者数
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老老介護の増加
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団塊の世代が高齢期に突入：
2007年問題

団塊の世代：

昭和２２（１９４７）～２４（１９４９）年に生まれた
者。出生数で約８０６万人、平成１８年１０月現
在の人口で約６７７万人、総人口に占める割合
は約５．３％ 。

「団塊の世代」が６５歳に到達する平成２４（２
０１２）～２６（２０１４）年には、６５歳以上の高齢
者が年に約１００万人ずつ増加すると見込まれ
る（国立社会保障・人口問題研究所「日本の将
来推計人口」（平成１８年１２月推計））
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高齢人口規模の拡大

高齢人口規模の拡大は、高齢人口層内
の階層性を高める

多様な高齢層の出現
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だれが、だれを支えるか？

家族の変容：

未婚化・晩婚化の進行により、家族をもたない者も増える。
家族に代わる生活保障機能を提供する主体は何か？

変化するこれからの高齢者像：

生涯現役・アクティブエイジングを体現する高齢者

健康上の問題を抱え、経済的に困窮する高齢者

高齢者内の多様性を制度的にどう位置づけるか
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